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平成２２年５月２０日（臨時会）  

開議  １３時０４分 

○議長 日髙 直幸君  

 只今から平成２２年第３回鞍手町議会臨時会を開会します。  

町長より行政報告の申し出があっていますので、これを許可します。  

 町長。 

○町長 柴田 好輝君  

 元会計収納対策課職員による公金横領事件の判決について、行政報告をいたします。  

この事件については、発覚以来町民の皆様並びに町議会議員各位に多大なるご迷惑とご心配

をお掛けしましたことに、改めてお詫びを申し上げます。  

 昨年１１月１９日に梶原が１億５０９９万６２８０円を業務上横領した容疑で逮捕され、

１２月１０日に１億４０００万３３００円を、又本年２月２２日に５０９５万２９８０円に

ついても横領したことで、福岡県地方検察庁直方支部へ送検、起訴されていましたが、４月

２８日福岡地方裁判所直方支部でも、第４回公判で裁判長が梶原に対し、懲役６年の有罪判

決を言い渡しました。  

 この事件は公金横領という犯罪行為を行った本人の公務員倫理の欠如や、反社会性が要因

でありますが、公判では公印等の管理が杜撰で基金台帳が作成されていなかった等、町の会

計業務の管理体制に尐なからず不十分な点があったことも指摘されています。 

 今後は公判での指摘を十分踏まえ、二度とこのような不祥事を起こさないよう、また１日

も早く町民の皆様の信頼を取り戻せるよう、債物保証は勿論のこと、職員一丸となって最善

を尽くして参ります。以上で行政報告を終わります。  

○議長 日髙 直幸君  

 以上で行政報告を終わります。  

これより日程に入ります。  

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は、会議規則第１１７条の規定により、議長に於いて１番議員 須藤信一郎

君及び２番議員 原 哲也君を指名します。  

 次に日程第２ 会期の決定を議題とします。  

今期臨時会の会期は本日１日間としたいと思います。  

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって会期は本日１日間に決定しました。  

 次に日程第３から日程第５までの３件を一括議題とします。  

議長及び副議長の選挙に伴い、議会運営委員等の委員の変更をする必要が生じたことから、

本案３件について、お手元に配布のとおりにしたいと思います。  

これにご異議ありませんか。  
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（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって何れも議長指名のとおり決定しました。  

 次に進みます。  

日程第６ 農業委員会委員の推薦を議題とします。  

私の議長就任に伴い、農業委員会委員を変更する必要が生じたことから、議会の推薦する農

業委員に、議員から久保田正之君を推薦するため候補者としたいと思います。  

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。只今決定しました久保田正之君の議会としての推薦議決をいたしま

す。この推薦議決について議員には、地方自治法第１１７条の規定により除斥となりますの

で、久保田正之君の退席を求めます。  

（「久保田正之君」議場から退席）  

 お諮りします。  

久保田正之君を農業委員会委員に推薦することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって久保田正之君を農業委員会委員に推薦することに決定しました。  

 久保田正之君に議場に戻って頂きます。  

（「久保田正之君」議場に着席）  

 次に進みます。  

日程第７ 議案第３２号を議題とします。  

提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 柴田 好輝君  

 日程第７ 議案第３２号につきまして提案説明を申し上げます。  

日程第７ 議案第３２号は副町長の選任であります。  

 現副町長であります、古野和雄氏の任期が本年５月２０日で満了となることから、後任の

副町長として、本松吉憲氏を選任いたしたく議会の同意を求めるものであります。  

 なお、同氏の略歴につきましては別紙略歴書を添付いたしていますので、ご参照頂きます

ようお願いいたします。  

 以上が日程第７ 議案第３２号の提案説明であります。  

ご審議の上、ご協賛のほどよろしくお願いいたします。  

○議長 日髙 直幸君  

 これから質疑を行います。  

議案第３２号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  
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 お諮りします。  

議案第３２号について、会議規則第３８条 第３項の規定により、委員会付託を省略したい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって議案第３２号については委員会付託を省略することに決定し

ました。 

 これから討論を行います。  

議案第３２号について討論ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第３２号 副町長の選任を採決します。  

 本案について、これに同意することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第３２号は同意することに決定しました。  

 ここでしばらく休憩します。  

休憩  １３時１５分 

再会  １３時１７分 

○議長 日髙 直幸君  

 会議を再開します。  

只今、同意された件で、町長から本松吉憲氏の紹介と、本松氏から挨拶の申し出があって

いますので、これをお受けいたします。  

○町長 柴田 好輝君  

 只今、皆様方からご承認頂きました、新しい副町長になりました本松副町長をご紹介いた

します。どうぞよろしくお願いいたします。  

○新副町長 本松 吉憲君  

 只今、議長よりお許しを頂きましたので一言ご挨拶をさせて頂きます。  

この度副町長として町長よりご推薦を頂き、本日議会の皆様のご同意を頂きました。私にと

りましては身に余る光栄と思っています。改めて責任の重大さを思っているところでござい

ます。 

 今の心境としては副町長という大任に不安もございますが、ご選任して頂きました以上、

町長の補佐役として、また町長が掲げます安全、安心な町づくりの実現に向かって、微力で

はございますが、私なりに精一杯頑張って行きたいと思っております。  

 議員の皆様には今後とも、これまで以上のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げまして、簡単

ではございますが、私の挨拶とさせて頂きます。今後ともよろしくお願いいたします。  
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○議長 日髙 直幸君  

 会議を再開します。  

次に日程第８ 議案第３３号から日程第１１ 議案第３６号の４件を一括して議題とし

ます。 

提案理由の説明を求めます。  

 町長。 

○町長 柴田 好輝君  

 日程第８ 議案第３３号から日程第１１ 議案第３６号までは、地方自治法第１７９条 

第１項の規定に基づき専決処分しました補正予算に関する議案４件であります。  

一括して提案説明を申し上げます。  

 日程第８ 議案第３３号は専決第３号。平成２１年度鞍手町一般会計補正予算第７号であ

ります。 

 本補正予算は国の財政手続きの関係から国、県支出金、地方譲与税及び県交付金ならびに

地方交付税等の確定が遅れたことや歳出の執行残の減額により、３月３１日で専決処分を行

ったものであります。  

 歳入歳出それぞれ１億１６９１万５千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ６２億２

７１７万円といたしています。  

 補正の主なものを申し上げますと歳入では、町税追加５７１万６千円。  

地方譲与税追加４００万円。  

株式等譲渡所得割交付金減額９４万６千円。  

地方消費税交付金追加２０２１万円。  

ゴルフ場利用税交付金追加７９７万１千円。  

自動車取得税交付金減額１１５８万６千円。   

地方交付税追加１億２２７６万円。  

分担金及び負担金減額２１０万円。  

使用料及び手数料追加１９２万４千円。  

国庫支出金追加３９７万２千円。  

県支出金減額１９９５万８千円。  

財産収入追加２３２万９千円。  

繰入金減額５０９３万７千円。  

諸収入減額１億９９３２万６千円。  

町債減額１３０万円。  

 歳出では、１款 議会費減額２３５万２千円。  

２款 総務費で一般管理費減額７６１万４千円。  

財政管理費減額９８４万１千円。  

財政調整基金費追加３６６７万１千円。  
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税務総務費減額２１９万１千円。  

 ３款 民生費で、社会福祉総務費減額３４８万４千円。  

介護保険事務費減額２１４６万６千円。  

障害者自立支援費減額２１４１万６千円。  

児童福祉施設費減額６６９万１千円。  

乳幼児医療対策費減額６７０万７千円。  

ひとり親家庭等医療対策費減額４４２万２千円。  

 ４款 衛生費で、予防費減額３４２万５千円。  

小型浄化槽整備事業費減額２５５万２千円。  

 ７款 商工費で、商工振興費減額１５３万７千円。  

８款 土木費で、道路橋梁費減額１１４１万７千円。  

急傾斜地崩壊対策事業費減額２１５万円。  

用排水路費減額２４５万３千円。  

住宅管理費減額２９９万５千円。  

下水道総務費減額３９１万８千円。  

９款 消防費で、非常備消防費減額２４８万６千円。  

 １０款 教育費で、小学校管理費減額３４３万６千円。  

体育施設費追加６３２万円。  

以上の内容で予算調整をいたしました。  

 以上が補正予算第７号の概要であります。  

 次に、日程第９ 議案第３４号は専決第４号、平成２１年度鞍手町流域関連公共下水道事

業特別会計補正予算第６号であります。  

 本補正予算は、歳入歳出それぞれ１２１４万４千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ７億５３３０万５千円といたしております。  

補正で主なものを申し上げますと歳入では、１款 分担金及び負担金追加９３万５千円。

２款 使用料及び手数料減額１５万９千円。  

５款 財産収入追加２６万７千円。  

６款 繰入金減額６９５万９千円。  

８款 諸収入追加３９万２千円。  

９款 町債減額６６０万円。  

歳出では、１款 総務費追加９３万円。  

２款 建設費減額１１１９万８千円。  

３款 公債費減額１８７万円５千円。以上の内容で予算調整をいたしました。  

以上が補正予算第６号の概要であります。  

次に、日程第１０ 議案第３５号は専決第５号 平成２１年度鞍手町かんがい施設維持管

理運営費特別会計補正予算第４号であります。  
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本補正予算は歳入歳出それぞれ４５１万６千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ５５

４０万９千円といたしております。  

 補正の内容を申し上げますと歳入では、２款 繰入金減額４５１万６千円。  

歳出では、１款 事業費減額４５１万６千円。以上の内容で予算調整をいたしました。  

 以上が補正予算第４号の概要であります。  

 次に、日程第１１ 議案第３６号は専決第６号 平成２１年度鞍手町谷山池パイプライン

水利施設維持管理運営費特別会計補正予算第２号であります。  

 本補正予算は、歳入歳出それぞれ２２５万１千円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ

７７８万５千円といたしております。  

 補正の内容を申し上げますと歳入では、２款 繰入金減額２２５万６千円。  

３款 分担金減額１千円。  

４款 繰越金追加６千円。  

 歳出では、１款 事業費減額２２５万１千円。以上の内容で予算調整をいたしました。  

以上が補正予算第２号の概要であります。  

 以上 日程第８ 議案第３３号から日程第１１ 議案第３６号までの提案説明であります。 

ご異議の上 ご承認の程よろしくお願いいたします。  

○議長 日髙 直幸君  

 これから質疑を行います。  

議案第３３号について、先ず歳出より質疑をお受けします。  

 特別明細書の２４頁をお開き下さい。  

１款 議会費及び２款 総務費 ２４頁から３３頁まで質疑ありませんか。  

 次に進みます。  

３款 民生費及び４款 衛生費 ３４頁から５０頁まで質疑ありませんか。  

 香原 暹君。 

○３番 香原 暹君  

 ３７頁の５目の介護保険事務費ですが、介護保険広域連合負担金が２１０７万９千円減額

となっていますが、減額の理由を教えて下さい。  

○議長 日髙 直幸君  

 福祉人権課長。  

○福祉人権課長 松澤  守君  

 この負担金の減額については、人件費の減が主なものでございます。  

○議長 日髙 直幸君  

 香原 暹君。 

○３番 香原 暹君  

 人件費がどういうふうに減額になったのかを教えて下さい。  

○議長 日髙 直幸君  



 7 

 福祉人権課長。  

○福祉人権課長 松澤  守君  

 説明が足りませんでした。広域連合の職員の人勧による人件費の減額と聞いています。以

上です。 

○議長 日髙 直幸君  

 他にありませんか。  

次に進みます。  

５款 労働費から８款 土木費まで、５１頁から６０頁まで質疑ありませんか。  

 次に進みます。  

９款 消防費から１３款 諸支出金まで、６０頁から７５頁まで質疑ありませんか。  

 これで歳出を終わります。  

 次に歳入に入ります。４頁をお開き下さい。  

一括して質疑をお受けします。４頁から２３頁まで質疑ありませんか。  

 香原 暹君。 

○３番 香原 暹君  

 ２２頁の基金繰替金でございます。これは当初予定していたものが全額減になっています。

昨年、これと同じように減額となりましたが、１億円だけ繰替金が残っていたと思います。

それはかんがい基金から繰り替えたものであると説明を聞いていますが、その後どのように

なったのかの説明をお願いします。  

○議長 日髙 直幸君  

 企画財政課長。  

○企画財政課長 本松 吉憲君  

 ２０年度の１億円の基金繰替については、２１年度と２２年度で、それぞれ５千万円ずつ

返還するようにいたしています。  

 今言われました２２頁の２１年度予算で、当初２億１１２９万７千円を繰替運用する予定

で当初予算を編成いたしていました。今回３月の７号補正におきまして、歳入の部で特別交

付税の増額１億２２００万円。地方消費税交付金２千万円程度、町たばこ税９３０万円。ゴ

ルフ場利用税７９０万円と、歳入増の部分。  

歳出については、主に執行残でございますが、社会福祉費の５３００万円。児童福祉費の

２千万円というふうに歳出の減もあります。  

 そのために合計して約３億６００万円程度の剰余金が出ています。これについて現在の財

調を考えまして、この２億１千万円を繰り替えないで、尚且つ２１年度５千万円程度の基金

から繰入るようにしていますが、これを入れなくても、それと今後の補正要因、町立病院の

後期繰出金約１億１千万円とか、当初予算で見ていなかった経常経費の一部計上していない

部分、こういうものを含めましても２２年度の予算上については、やっていけるという見込

みが立ちましたので、今回基金繰入はしない方向で調整いたしています。以上です。  
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○議長 日髙 直幸君  

 他に質疑ありませんか。  

これで歳入を終わります。  

 それでは歳入歳出全般について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

これで質疑を終わります。  

 只今議題となっています議案第３３号は総務文教委員会付託したいと思います。  

ご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

 ご異議なしと認めます。よって議案第３３号は総務文教委員会に付託することに決定しま

した。 

 次に議案第３４号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

只今議題となっている議案第３４号は総務文教委員会に付託したいと思います。  

ご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって議案第３４号は総務文教委員会に付託することに決定しまし

た。 

 次に、議案第３５号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

只今議題となっている議案第３５号は民生産業委員会に付託したいと思います。  

ご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって議案第３５号は民生産業委員会に付託することに決定しまし

た。 

 次に議案第３６号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 只今議題となっている議案第３６号は民生産業委員会に付託したいと思います。  

ご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって議案第３６号は民生産業委員会に付託することに決定しまし

た。 

 これより委員会審査のため、しばらく休憩します。  
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休憩  １３時３４分 

再会  １４時５８分 

○議長 日髙 直幸君  

 会議を再開します。  

日程第１０ 議案第３５号及び日程第１１ 議案第３６号の２件を一括して議題とします。  

 本案は民生産業委員会に付託していましたので、民生産業委員長の審査報告を求めます。  

 宇田川民生産業委員長。  

○１３番 宇田川  亮君  

 民生産業委員会の議案審査報告をいたします。  

議案第３５号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会

計補正予算第４号。  

議案第３６号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管

理運営費特別会計補正予算第２号。  

 本委員会は、本日付託された上記の議案を審査の結果、原案を承認すべきものと決定した

から、会議規則第７６条の規定により報告します。  

○議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

議案第３５号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 次に議案第３６号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

議案第３５号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第３６号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第３５号 専決処分の承認 平成２１年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会計

補正予算第４号を採決します。  

 本案に対する委員長の報告は承認であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  
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挙手多数です。よって議案第３５号は委員長の報告のとおり承認されました。  

 次に議案第３６号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維

持管理運営費特別会計補正予算第２号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は承認であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第３６号は委員長の報告のとおり承認されました。  

 次に進みます。  

日程第８ 議案第３３号及び日程第９ 議案第３４号の２件を一括して議題とします。  

 本案は総務文教委員会に付託していましたので、総務文教委員長の審査報告を求めます。  

岡﨑総務文教委員長。  

○６番 岡﨑 邦博君  

 総務文教委員会の議案審査報告をいたします。  

議案第３３号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町一般会計補正予算第７号。  

議案第３４号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町流域関連公共下水道事業特別会計補正

予算第６号。 

 本委員会は本日付託された上記の議案を審査の結果、原案を承認すべきものと決定したか

ら、会議規則第７６条の規定により報告します。  

○議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

議案第３３号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第３４号について質疑はありませんか。    

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

議案第３３号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第３４号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第３３号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町一般会計補正予算第７号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は承認であります。  
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本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第３３号は委員長の報告のとおり承認されました。  

 次に議案第３４号 専決処分の承認。平成２１年度鞍手町流域関連公共下水道事業特別会

計補正予算第６号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は承認であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第３４号は委員長の報告のとおり承認されました。  

 ここでしばらく休憩します。  

休憩  １５時０６分 

再会  １５時０７分 

○議長 日髙 直幸君  

 会議を再開します。  

ここで５月２０日任期満了により退任されます古野副町長から挨拶の申し出があっています

ので、これをお受けしたいと思います。  

 古野副町長。 

○副町長 古野 和雄君  

 只今、議長の許可を頂き、このような場で退任のご挨拶をさせて頂くことに対しまして、

心からお礼を申し上げます。  

 振り返りますと、職員を退職して２年間のブランクがありましたが、柴田町政１期目の助

役、副町長として町長を補佐させて頂き、本日無事４年間の任期を全うすることが出来まし

た。これも偏に、町長を始め議員の皆様、職員の皆様方の暖かいご支援、ご協力のお陰だと

感謝の気持ちで一杯であります。  

 就任時の鞍手町は合併が成就出来ず、非常に厳しい財政状況の中、単独で生き残って行く

ことを選択し、町民の痛みを伴う第４次鞍手町行財政改革を策定し、集中改革プランに取組

み、財政健全化に向け総力を挙げて努力をしていたところでありました。  

 私も微力ながら行政経験を活かし、誠心誠意町長を支え、町政運営に努力をいたしました

が、財政調整基金も底をつき、予算編成には大変苦労をいたし、先程議案質疑の中でご質問

がありましたように、年度を越す基金の繰り替え運用を採用し、厳しい指摘も頂きました。  

助役、副町長任期中には楽しいことや、苦しいことなどいろいろありましたが、思い出の１

つとしては、長年の懸案事項であった土地開発公社の問題で、町内３９地区に地域懇談会を

開催し、町民の皆様と直に膝を交えて、いろいろなご意見をお聞きし、その後の町政運営に

役立たせて頂きました。  

 一昨年の５月には鞍手町始まって以来の大事件である、公金横領事件が発覚いたしまして、

世間を騒がし鞍手町の名誉を著しく傷つけました。何で早く発見出来なかったかと悔やまれ
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るところでございますが、私も副町長として強く責任を感じています。  

 今後は再発防止に取組み、１日も早く失われた町民の信頼を取り戻すよう、町長以下一丸

となって努力をすることを誓っています。議員の皆様方もよろしくご支援の程お願い申し上

げます。 

私は鞍手町に生まれ、鞍手町に育ち、今日まで鞍手町で働かせて頂きました。この鞍手町

が大好きです。これからもずっと鞍手町に住みたいと思っております。  

明日からは一町民になり、行政の応援団、柴田町政に協力して参りたいと思っております。

議員の皆様方も是非、町民がこれから先鞍手町に住み続けたいという町にして頂くようお願

い申し上げます。  

終わりになりましたが、議員の皆様方のご多幸と、これから益々のご活躍、並びに鞍手町

の反映を祈念申し上げましてご挨拶にさせて頂きます。  

本当に長い間ありがとうございました。お世話になりました。  

○議長 日髙 直幸君  

 本日の日程は全部終了しました。  

これをもって平成２２年第３回鞍手町議会臨時会を閉会します。  

閉会  １５時１１分 
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